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主要な施策の成果（事務事業評価）令和２年度実績【施策コード：Ⅰ－４－(３)】ｱ

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 60 60 目標値 5,352 5,191

 ( R1 ～ R2 ) 実績値 60 62 実績値 6,458 5,519

 [件] 達成率 100.0% 103.3% [kWh] 達成率 79.3% 93.7%

 目標値 100 200

実績値 407 272

[件] 達成率 407.0% 136.0%

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値 398 422

29,269 実績値 428 425

28,720 [件] 達成率 107.5% 100.7%

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 100 100 目標値 4,800 4,800

 ( H28 ～ R2 ) 実績値 85 82 実績値 4,565 3,217

 [回] 達成率 85.0% 82.0% [人] 達成率 95.1% 67.0%

 目標値 35 35

実績値 27 37

[人] 達成率 77.1% 105.7%

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値 10 4

6,593 実績値 7 5

6,091 [基] 達成率 70.0% 125.0%

No. 活 動 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成 果 指 標 達成度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 評価

 目標値 90 目標値 24

 ( R2 ～ R2 ) 実績値 120 実績値 39

 [ha] 達成率 133.3% [万本] 達成率 162.5%

 目標値 2

実績値 1

[基] 達成率 50.0%

令和 2 年度 令和 3 年度 目標値

136,850 実績値

136,850 達成率

造林未完了地への植栽面
積

需給調整された苗
木の本数

Ａ森林整備室

　木材生産量の抑制により余剰となった苗木
の植栽地を確保するため、造林未完了地への
再造林費用等について、緊急的に支援を行
う。

苗木保管用施設導入数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　コロナ対策の交付金を活用し、造林未完了地への再造林支援
を行うことで、苗木24万本の植栽（植栽面積120ha）が図られ
た。また、苗木保管用施設（冷蔵庫）の導入により、15万本の
需給調整が図られた。
　これらの取組により、今春は県下で残苗は発生しておらず、
当初の事業目的を達成したことから当該事業は終了する。

区分 令和元年度

予算

決算

森の先生派遣回数 森林環境学習体験
者数

Ｄ森との共生推進室

　次代を担う青少年に森林環境についての理
解を深めてもらうため、各実施主体が行う森
林体験活動の支援や研修事務等を実施すると
ともに、そのためのフィールド整備を行う。

研修の参加者数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　森の先生派遣回数は昨年度並みを確保したが、新型コロナウ
イルスの影響による休校や集団での活動自粛に伴い、学校の授
業や放課後児童クラブ等からの申し込みが減少したことに加
え、体験学習の参加者数を制限したことから目標に達しなかっ
た。
　令和３年度からは、次世代の大分の森林づくりを担う人材を
育成するため、「森林・林業教育促進事業」として、子どもの
学びの段階に応じた森林・林業教育の推進体制を構築する。

区分 令和元年度 標識設置数

予算 8,381

決算 7,547 

事業所向け省エネ診断受
診件数

１世帯当たりの年
間電力消費量

Ｂうつくし作戦推進課

　地球温暖化の原因の一つとされているＣＯ
２の削減を図るため、家庭・業務・運輸部門
におけるＣＯ２排出抑制対策に取り組む。 家庭向け省エネ診断受診

件数
事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

　省エネ診断などの実施により、多くの県民に対して節電・省エネ
についての啓発を行った。
　九州が一体となって取り組む環境アプリの普及・啓発や宅配1回受
け取りキャンペーンなどの実施など、更なる取組の強化を行うた
め、令和３年度から「地域気候変動対策推進事業」を実施する。
※国の統計資料等を用いて実績値を算出しているが、統計資料は２
年遅れて公表されるため、令和２年度欄には平成30年度の目標値及
び実績値を記載し、評価している。

区分 令和元年度 大分県ノーマイカー
ウィーク年間モニター
事業所登録件数予算 23,511

決算 22,796 

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

2

森林環境教育・木育促進事業 ①子どもの森林体験活動を
　支援する講師の派遣
　                 4,941
②特別保護樹木の保育・保
　全及び標識建替え
　                 1,652

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

3

再造林緊急支援事業

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

1

気候変動対策推進事業 ①事業所向け省エネ診断な
  ど業務部門におけるＣＯ
  ２削減対策の推進
             　　　9,316
②家庭向け省エネ診断など
　家庭部門におけるＣＯ２
　削減対策の推進
　　　　　　　　　 8,028
③エコドライブの普及など
  運輸部門におけるＣＯ２
  削減対策の推進
                   3,341

①造林未完了地の再造林に
　要する経費の補助
　　　　　　　　 135,000
②苗木生産量の調整施設導
　入に要する経費の補助
　　　　　　　　　 1,850
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和２年度実績【施策コード：Ⅰ－４－(３)】ｱ

No.

 

 ( H21 ～ )

 

 

令和 2 年度 令和 3 年度

2,625,435 2,557,195

1,318,054 －

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針

4

（公）造林事業・再造林促進事業 ①森林環境保全整備事業
　・再造林、下刈り、間伐等　5,477ha
　・鳥獣害防止施設整備　　　345.2km
　・森林作業道開設　　　　　 86.9km

　再造林や間伐等の森林整備により、適正な森林管理が図ら
れ、水源かん養や災害の発生防止、二酸化炭素の吸収による地
球温暖化の防止などの公益的機能の発揮につながった。
                       　（翌年度繰越額　1,303,351千円）

森林整備室

　森林の公益的機能の向上を図るため、再造
林、鳥獣害防止施設整備、下刈り及び間伐等
の森林整備を推進する。

◇再造林率の推移

区分 令和元年度

予算 1,604,262

決算 972,345
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